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今月号のここがポイント！

本号では，講演録 1 件とプラスチックのリサイクルに関する 3 件の解説記事を掲載し

ました。

講演録は，5 月に開催された記念講演会の内容をまとめたものであり，組織のウェル

ビーイング推進を目的として策定された「ISO 25554」規格およびその促進のためのフレー

ムワークに関して述べられています。

解説の 1 題目では，これまでのリサイクルに関する法整備状況とそれに基づく施策に

より挙げられてきた成果について解説頂くとともに，国内外の現状から今後のリサイク

ルの方向性まで幅広く解説いただきました。

2 題目では，プラスチックの中でも流通量が膨大なポリオレフィンについて，リサイク

ルの厳しい現状を分析するとともに，それを打破すべく開発が進むインライン粘度計や

粘度均一化装置などの技術的手法について解説いただきました。

3 題目は，リサイクルの中でもユニークな手法として注目される高温水を利用したケミ

カルリサイクルに関する解説です。この加水分解プロセスは，効率的なモノマー回収が

可能で，廃棄物の発生も少ない低環境型プロセスとして，将来非常に有望なリサイクル

システムです。
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